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1．はじめに

法学部学生を対象とした講義を活性化させ実りある

ものとするためには、教官と学生との間に講義をめ

ぐっで恒常的にコミュニケーションを維持する必要の

あることは言うまでもない。ただ、開講される講義の

性質や受講学生の人数などによって、そのコミュニ

ケーションの方法はある程度規定されてしまうため、

全ての講義でコミュニケーションが十分にとられると

は言い難い。

かつて、法学部では開講された講義に対する学生の

意見・評価などを汲み上げるために個別にアンケート

などがとられたことはあった。1988年に開講された教

養部在籍中の法学部学生を主として対象とした講義

「あ　法学部案内」（阿呆学部案内）は、複数の教官が

講義するサーカス方式の講義だったこともあって、講

義毎にアンケートを行い、それぞれの教官がアンケー

トを参考にしながら講義を組み立てられた（アンケー

ト結果は、それぞれ講義別に簡易製本され閲覧出来る

ようになっている）。

また、法学部学生で構成する法学部ゼミナール協議

会が毎年刊行している雑誌「法紀」（第20号）は、1992

年度に法学部で開講されているほとんどの講義の評価

を行って貴重な情報を提供している（もっとも、調査

方法に関して問題点のあることも指摘されている）。

現在、法学部で組織的に行っている学生とのコミュ

ニケーションは、1年生を対象とする「リーガル・シ

ステムAJ「リーガル・システムBJ「法学学習法」「賢

人会議」において毎回学生から集めているアンケート

（評価票）である。

そこで、この評価票を中心に法学部ではどのような

形で講義をめぐって教官と学生がコミュニケーション

を図っているかを紹介することにしたい。

2．評価票・テストによるキャッチボール

評価票を使用する目的は、学生の講義に対する意見

や質問ならびに希望を毎回把握するというものであ

る。

評価票は毎回講義の終わりに学生に配布され直ちに

回収されている。評価票には、講義に対する批判、疑

問、講義で取り上げてもらいたい論点など、あらゆる

ことが善かれている。

講義は、「リーガル・システムA」を始めとして、ほ

ぼ300名の聴講学生がいるため、1つの講義で毎回300

枚ほどの評価票が集まる。担当教官ならびに世話人役

の教官は、講義の後に評価票をチェックして、質問が

あればそれへの回答の準備をしたり、次の講義への参

考となる情報を整理する。また、担当教官以外の者は

学生の関心や情報量の状況を把握するために評価票を

見て学生の実体を理解するよう努めている。

このようにして、評価票は学生の実状を把握するた

めの資料となっており、学期末には3，000から5，000枚

の評価票が集まるので、講義の反省材料ならびに次年

度の講義構成の資料として活用される。

もちろん、300枚の評価票の全てが利用出来る内容と

は限らない。「面白かった」「参考になった」など1行

だけのものもあるが、それもまた、学生の反応の一つ

として参考となる。

評価票の配布・回収を行うことは、時間と労力を必

要とするが、学生から見た講義像を理解するには有益

な方式であると考えられる。

次に、豆テスト風の課題を与えて学生とのコミュニ

ケーションを図る実験もされてきた。これは、「法学学
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習法+ でなされ たもの であるが､ 蟻 とキリギリ ス の 話

を前提にして ｢あなたが キリギリ ス だ っ た ら､ どう い

う理屈を作 っ て蟻か ら食 べ 物を頂戴するか+ と いう課

題を出し､ 学生に解答させ た｡

次 の講義時間に学生からの解答を､ 懇願型 ､ 脅迫型 ､

詐欺型 ､ 哀願型 ､
理詰型 などに分類し､ そ れぞれ の も

つ 特色と法的観点か ら見た問題点など､ 具体例を示 し

ながら法的思考の基本を学習させ た ｡

そ して ､ 講義 へ の感想を書 い た評価票を学生か ら集

め て講義の 受け取られ方を検討した ｡

こうした方法によると ､ 教官は学生の能力 ･ 知識 の

実態を把握しやす い し､ 他方､ 学生は教官によ っ て整

理され報告され る他の 学生の考え方をある程度知 るこ

とが出来 るとともに ､ 法的なもの の考え方も教官の解

説を通して理解する ､ と いうこ とになる｡

3
. キャ ッ チボ ー ル の ｢面白さ+ と ｢大変さ+

すでに触れ たように ､ 評価票を毎回よんでゆくこ と

は教官側に と っ て は ､

一

つ の 楽しみ でもあり恐 い こ と

でもある｡ 学生 の全てが講義に関心をもつ わけではな

い が ( 反対解釈すれば関心をもたれ な い と いう点が明

らか になる こ と も教官側に と っ て は重要なこ とで あ

る) ､ こ れ ま で の;経験か ら判断すると､ 多く の 学生 が真

面目に回答をして い ると思われる ｡

1 年生が主である こ ともあ っ て ､ 教官側が興味を引

くようなテ ー マ や教材ならびに教授方法をと っ た時に

は
､
明 らか に学生の 反応はよ い ｡

当然と言えば それま

でであるが､ 講義にかけた エ ネ ル ギ ー に 比例 して学生

の 反応は よ い と言える｡ 言 い 替えれ ば､ 無理矢理にで

も学生を講義に巻き込んで仕舞うと学生もよ い 反応を

するの である｡

こう した時の ､ 講義の評価や批判は的を得て い るも

の が多い し､ 質問も数多く出され る｡ ま た ､ 教官側が

見落として い る論点を指摘するもの もわずか ながら見

られ る
｡

例えば ､ 9 4年度に行 っ たも の の
一

つ に ｢ 目撃証人+

をめ ぐる実験がある｡ こ れ は ､ 刑事事件にお い て重要

な役割を果たすこ と の ある目撃証人をめ ぐ っ て､ い か

に人間の記憶が信頼出来な い かを講義で証明 したもの

である｡

刑事事件にお い て被告人 の 人権保障が い か に重要で

あるかを講義して い る途中に ､ あらかじめ依頼 してお

い た大学院生に教室 へ 入室して もら い 講義して い る教

官に岩波新書 (赤版) を手渡して退出してもらう｡ 教

官は何事もなか っ たか の ように講義を進行する ｡
次 の

講義で も刑事事件 にお ける人権保障な どの 講義を行

い
､ 教壇には これ みよがしにその岩波新書を立てかけ

てお い ておく｡ そ し て
､
3 回目の 講義時に､ ｢ 実 は 2 週

間前の講義の途中で入室した者が い る｡ そ の 者をこれ

から教壇に並ぶ着か ら選び 出して欲し い+ と学生に問

い か ける ｡ 番号札をも っ た男子 5 名の 学生か ら｢ 犯人+

探しをしてもらう( ただ ､ ｢ 犯人+ 役 の学生は女子学生

であ っ た) ｡

学生達は ､ 予想したように 5 名 の 学生の 中から ｢犯

人+ を選び出して しまう｡ そ こ で､ ｢ 犯人+ は女子学生

である こ とを学生に種明か しして人間の記憶が い かに

あや ふや かを強調する ｡

講義の 最中に学生が教官に物を届けると いう普通講

義では見られ な い ｢事件+ があり､ そ の後 の 講義で届

けられた物 ( それも岩波新書の赤版と いう目立 つ 物)

が こ れみよが しに教壇 に立 てかけてあ っ ても､ 人間 の

記憶 には残らな い と い う経験を学生達はす る こ と に

な っ た ｡

さ ら に ｢ 犯人+ と な っ た学生にも､ ｢ 2 週間前に教室

- 届けた の は岩波新書ではなく黄色の講談社新書だろ

う+ と複数の教官が問 い つ め て ､ 最後には ｢講談社新

葦だ っ たか も知れな い+ とまで言わせ てしま い ､
こ れ

また記憶の不確かさを証明してしま っ た｡

ま た ､ 5 人 の 男子学生の 中から ｢犯人+ を選ん だ学

生 を指名して､ 間違 っ た答えを言うくら い だか ら､ 本

当にそ の 講義時間に出席したの かを詰問してみ た｡ 尋

ね られた学生はアリ バ イがあると主張した の で ､ そ の

立証をせ ま っ た と こ ろ､ 隣 に座 っ て い る友人が そ の時

一 緒 に 講義に出て い た と弁明 した ｡
そ こ で

､
そ の友人

に本当に 一 緒 に講義に 出て い た の か と尋ねると ､
そ の

日 は講義を休んで家に い たと返答したため､ ア リ バ イ

が崩れて しまうと いうおまけまで つ い た｡

人 間 の記憶が不確か である事を次か ら次 へ と 目の前

で呈 示する こ とによ っ て､ 出席して い た学生は実感と
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して目撃証人 ならび に人の記憶の 暖昧さを理解したも

の と思われ る｡ さらに
､
ア リ バ イ の証明が相当難し い

こ とも目撃するこ とにな っ た｡ 講義の 終わりに当た っ

て集めた評価票には ､
同趣旨の ことが多く善かれ てお

り､ 単 に講義で目撃証人の信頼性や刑事被告人の 人権

を語る以上の 反応があ っ たと思われ る｡

学生を ｢偏す+ こ とによ っ て論点を実感させ ると い

う方法は ､ 教官側にと っ ても興味あるこ とである ｡ 講

義の前から､ 様々 な ｢種+ を仕掛けてお き､ そ れ が期

待 したように実を結ぶと正直なと こ ろ楽し い もの であ

る ｡ そして ､ 評価票にそうした講義 へ 様々 な反応があ

り､ 法学 へ の興味 ･ 関心が こうした方法によ っ て少し

でも高まる ことを教官側は期待して い る の である ｡

図式化すれば ､ 複数教官に よる講義の 検討 - 詰義 へ

学生を巻き込む - 学生 の 反応 一 教官の 反応 - 教官 の新

たな企 み､ と いう こ とになろうか ｡

こうした方式をとると ､ 全て の学生から手ご たえの

ある反応がある とは 言えな い が ､ 多く の 学生か らは

様々 な反応がある｡

講義内容 へ の 批判､ 講義方法 へ の批判､ 講義内容 へ

の 注文 ､ 学生 の 講義 へ の 関心 の 動向､ な ど が前述 の ア

ン ケ ー トを通して ､ 実感する こ とが可能である｡ ま た､

講義が学生側に ど の ように映 っ て い るかも把握する こ

とが 出来る｡ そして ､ 複数 の教官による講義と いうこ

ともあ っ て､ 学生 の こうした反応 へ の教官側の反応も

多様 となり､ 新 たな発見を教官それ ぞれが出来ると い

う利点もあ っ た｡

た だ
､
こうした作業をたとえ半期でも継続的に進め

てゆくため には ｢大変さ+ を伴うこと は否定出来な い ｡

第
一

に ､ ア ン ケ
ー

トを毎回集計して全てに 目を通す

と いうの は時間と労力を相当必要とする｡ 学生 の批判

や 関心をそ こか ら読み とる こ とは ､ 既 に述 べ たように

｢楽 しみ+ でもあるが ､ 確実に時間を費やす作業とな

る
｡ 学生 の意見 ､

批判
､ 質問､ 要望な ど項 目別に分類

する とか ､ 質問には解答を用 意するとか ､ 事後 の作業

は ｢大変+ である ｡

通常､ 講義 の 直後で記憶の 薄れ な い 内に ア ン ケ
ー

ト

を読む ように して い るが､ 常 に時間がとれる とは限ら

な い の で､ 複数 の教官が全て目を通すようにア ン ケ ー

トを手配するの は面倒な場合も多い ｡

第 二 に
､
ア ン ケ ー ト に学生の 見解を書かせ るため に

は
､ 講義に学生を巻き込む こ とが決定的に重要である

( もちろん ､ ア ン ケ ー トを取るため に講義を行 っ て い

る訳では なく
､
興味を引く講義をするこ とが第 一

の 目

的である) ｡ そ の た め には､ 当然ながら教官側が相当期

間準備を行う必要がある｡ い わ ゆる ｢ 種+ を仕込む た

め に事前に会議をも っ た り､ 小道具を用意した り､ こ

れ にもかなりの時間が取られ る｡ ま た､ 学生 の 前で様々

な パ フ ォ ー マ ン ス をする必要も時にはあり ､ 教官は必

ずしも｢ 出たがりや+ ば かりではな い の で､ 覚悟をも っ

て講義に臨む こ とにもな る ( ス ト レ ス の 多 い 講義でも

ある) ｡

例えば､ 教官同士 で仕組ん だ｢喧嘩+ - 論争を華々 し

く行うと いうケ ー

ス もあ っ た｡ こ の 講義は､ 論議ある

い は論争とは様々 な情報を前提にして ､ どの ように そ

れを整 理して ､ 論点を絞り込み ､ そ の 作業の 中で自分

の 意見を整理され た理由を つ けて展開し､ 相手を納得

させ るか
､
と いうプ ロ セ ス を見せ ると い うもの であ っ

た
｡ しか し､ 余りに議論が白熱したためか ､ ある い は

真顔 でやりす ぎたのか ､ 教官達は本当に仲が悪 い の か

と の 反応を示 し た学生 もあ っ た ｡ ま た ､ 新入生 は教壇

で教官が真剣 ( に な っ た ふりをして) な議論を展開す

ると い う状況には慣れ て い な い の で､ 高校までには体

験しな い 新し い 発見として強烈な印象をうけたと いう

反応が 多く返 っ てき た｡

しかし
､
こうした パ フ ォ ー マ ン ス も エ ネ ル ギ

ー

を相

当に費やすもの である｡ 論議に慣れて い る教官は多 い

が
､
講義の 目的に そ っ て学生に分かりや すく論議を進

め る の は相当に神経を使うもの である｡ ｢ 楽 しみ+ と は

い い ながら ｢大変さ+ を伴うと い う実感が強 い ｡

4 . む す び

こ の ように､ 津学部の 一

部 の 講義では評価票を道具

と して学生との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を出来るだけ図 っ

てゆくよう努力 して い る｡ す でに触れ たように学生か

らはある程度
●

｢ 好意的+ な反応があり､ 教官側もこう

した反応を興味深く受け入 れて ､ 講義 へ の有益 な情報

として活用しようとして い る｡

し か し､ 時間や エ ネ ル ギ
ー

を必要とする の で ､ 全 て
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の教官が こうした講義の方法に賛成して い るか どうか

は断言出来な い ｡ そ れ ぞれ の講義の 内答ならびに性質

によ っ ても こうした方法が適切 か どうか疑問とされ る

もの もあろうし､ 一

部 の教官が好きでや っ て い る と い

う見方も否定出来な い だ ろう｡ したが っ て
､
こうした

方式を全ての 講義に適用すると いうの は現実的ではな

い
｡
た だ

､ 講義を活性化させ るため の 一

つ の 試みとし

て は意味あるもの と考えて い る｡ 複数 の教官が作り上
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1 . は じめ に

旧教養部では平成 3 ､ 4 ､ 5 年度にわたり､ ｢ 大学設

置基準大綱化の もとで の
一

般教育の方法と そ の改善に

関する基本的調査+ の テ
ー マ の もとで文部省より ｢大

学教育方法等改善経費+ の交付を受け､ 千葉大学､ 岡

げた講義に ､ 無 理矢理にでも学生を巻き込み
､
そ の結

果を評価票と い う形で検証しつ つ 次の 講義に活かして

ゆく と いう方法は ､ 学生 と教官との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の手段として意味あるもの と考えて い る｡ 今後 ､ 提

供され る講義と同時に評価票の方法をも継続的に検討

しながら､ より ｢科学性+ の 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

が可能となるよう努め る必要があると思われ る
｡

(報告を 一

部修正 して書き直したもの である)

山大学 ､ 長崎大学と共同で調査研究を行 い ました｡ 新

潟大学で は自然系と外国語学系が こ の プ ロ ジ ェ クトを

担当し､ 合計 3 回の ア ン ケ
ー

トを実施 し､ 延 べ 4
,
0 00 名

の学生から回答を得ました｡ こ こ で は､ 新潟大学の ア

ン ケ ー

トの概略を説明し､ そ の集約結果か ら浮き彫り

に され た い く つ か の 問題点に つ い て考察を試みた い と

思 い ます｡

実 は､ こ の プ ロ ジ ェ クトには長 い 歴史があります｡

当初は金沢大学と熊本大学も参加して 6 大学の共同プ

ロ ジ ェ クトとして昭和51 年 に発足しました が､ 昭和60

年以降は 4 大学共 同プ ロ ジ ェ クトとなりました｡ 以前

の結果に つ い て は別 の機会に適当な方にお話をして い

ただくこ とにし
､ 今 回は こ の 3 年間で行 い ま したア ン

ケ ー ト に つ い て お話 をさ せ て い た だ き た い と思 い ま

す｡ 2 章 と 3 章は長谷川､ 4 章 は竹内､ 5 章Gき吉田が

担当します｡ な お ､ 新潟大学の 詳し い調査結果に つ い

て は
､
文献[1] を､ ま た､ 4 大学の 共同研究の 詳し い

調査結果に つ い て は文献 [2] を参照して下さ い ｡

2
. ア ンケ

ー トの概要

先ず､ ア ン ケ ートの実施に つ い て ですが ､ 教養部 の

学生は全部で2
,
0 0 0名を越えますの で ､ そ の うちでなる

べ く沢山学生 が受講して い る科 目と いうこ とで､ 英語

と ドイ ツ語 の授業を利用 してア ン ケ
ー

トを実施しまし

た｡ ア ン ケートの 対象とな っ た授業は平成 2 ､ 3 ､ 4

年度で行われ た教養科 目の授業です｡ 1 回目は 2 年次

の 乙英語､ 2 回目が 2 年次 の 乙 ドイツ語､ 3 回目は事

情があ っ て 1 年次 の 甲英語の クラ ス で行 い ました ｡ 実

施時期の 違 い が それぞれ の ア ン ケートの結果に微妙な
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